
発言通告書（総括表） 
平成２８年第１回定例会 代表質問 

ＮＯ 発 言 者 発 言 事 項 発 言 要 旨 
答弁を 

求める者 

１ 
嶋崎議員 

（自民） 

１、平成 28年度予算について 

 

 

２、基金等(未利用地)の財産の 

活用について 

 

３、災害時における団体等との 

協定の締結について 

 

４、育児と介護の同時進行(ダブ

ルケア)について 

 

 

 

・過去最大の予算であり、決算審査での指摘をどのように受け止め、留意したのか

伺います。 

 

・今後の活用方針と将来方針と見通しはどのように考えられているのか伺います。 

・未利用財産の活用方針を伺います。 

 

・協定の見直し、新たなる民間団体等の発掘を今後どのようにしていくのか伺いま

す。 

 

・区の(ダブルケア)に対するご認識を伺います。 

・関係所管の連携は図られているのか伺います。 

・トータル的に相談をできる窓口、人材が必要だと思いますが区としての考え方を 

伺います。 

区長ならびに 

関係理事者 

２ 
たかざわ議員 

（千代田） 

1特別職報酬等審議会について 

 

 

2観光施策について 

 

3幼稚園・こども園・保育園第二

子以降無料化について  
 

平成２７年１２月２４日に提出された「特別職報酬等審議会」の答申をふまえて区 

長の見解を問う 

 

観光協会のあり方と役割について 

 

子育てしやすい街千代田区を目指して 

 

 

区長・教育長

及び 

関係理事者 
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平成２８年第１回定例会 代表質問 

ＮＯ 発 言 者 発 言 事 項 発 言 要 旨 
答弁を 

求める者 

３ 
木村議員 

（共産） 

１、「骨太方針 2015」とその具体

化である「経済・財政再生ア

クションプログラム」につい

て 

 

 

 

２、住宅の長寿命化について 

 

 

３、持続可能なまちづくりにむ

けて 

「骨太方針 2015」と、その具体化である「経済・財政再生アクションプログラム」

は区民のくらしと区政運営に大きくかかわるものである。特に、「方針」と「プログ

ラム」が言及する以下の点について区長の見解を問う。 

 ・国保制度 

・生活保護制度 

・アウトソーシング 

・原発事故  

日本の建築行為に伴うＣＯ2の排出量は膨大であり、住宅の長寿命化は時代の要請と

なっている。この視点から、来年度予算にしめされた「マンション建替え事業」と、

公共住宅施策について質問する。 

「都市再生＝高層化」という経済効率第一の再開発事業はいくつもの歪みをつくり

だしている。環境と景観、防災、地域コミュニティ、持続可能性等の角度から、今

後の区のまちづくりのあり方を質す。 

区 長 及 び  

関係理事者 

 

 

 

 

 

４ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

小枝議員 

（声） 

 

 

 

 

 

 

 

持続性ある 

都心のまちづくりについて 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１）２０２０年東京オリンピック以降の住宅及びオフィスビル需要をどのように予

測しているのか。 

２）マンション実態調査を行う際、タワーマンションの実態および等価交換方式に

よる住民居住の後追い調査を行い、まちづくりの参考としてはどうか。また、エ

リアごとの分析をしっかりと行う必要があるのではないか。 

３）すでに発生している多数の「空き家」を、NPO などと連携し、準公営住宅とし

て活用するなどの検討をしてはどうか。 

４）急激な新たな住民増が多くの問題を発生させている。中央区や江東区、豊島区

のようにワンルームおよびファミリー型マンションに負担を課す等の対策につい

て。民泊規制の考え方について。 

５）バブル期に相続税対策で建てた区内中小貸しビル業が、供給過剰の中、空きビ

ル活用の政策的誘導や、区有地活用においても、持続性ある将来をえがけるプラ

ンを検討すべき。 

６）景観と文化を守ることが、資産価値を高めることにつながってきたという認識

について。 

７）未来に責任を持てる、都市計画の見直しについて等。 

 

 

 

 

区長並びに 

関係理事者 

 

 

 

 



発言通告書（総括表） 
平成２８年第１回定例会 代表質問 

ＮＯ 発 言 者 発 言 事 項 発 言 要 旨 
答弁を 

求める者 

５ 
大串議員 

（公明） 

生涯学習社会を目指して！ 

 

 

 

 

 

 

 

（１）主体性喪失の時代と言われる今日、生涯学習及び公民館活動の重要性が指摘

されている。区として生涯学習推進についての基本的な考え方は。 

 

（２）「ちよだ生涯学習カレッジ」について 

①設立の目的とその期待するところは。 

②生涯学習コーディネーターの役割は。 

 

（３）学習した成果を地域で活用・発揮するための仕組みについて 

①九段生涯学習館をセンターとして生涯学習分野について各出張所・区民館を

ネットワーク化し、地域で生涯学習及び公民館活動が展開できるようにしては。 

②体系的かつ計画的に推進するための区民主体に「生涯学習推進計画」を策定

することを提案する。ご所見は。 

区長および 

関係理事者 

 


